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一

　

は

じ

め

に

　
浄
土

宗
西
山

深
草

義
の

大

成
者
と

さ

れ

る

道
教
顕

意
（
一

二
一
二

八

〜

二
二

〇

四
）

に

は

大
部
の

著
作
群
が

残
さ

れ

て

い

る

が
、

そ
の

中
で

も

『

観
無
量

寿
経
疏
』

（

以

下、
『

観
経
疏
』

と

略
す
）

の

注
釈
書
で

あ
る

「

観

経
疏
楷

定
記
』

（

以

下
、

「

楷

定
記』

と

略
す）

三

六

巻
は

主

著
と

さ

れ

る

も
の

で

あ
る

。

顕
意

『

楷
定
記
』

は

鎌
倉
期
に

著
さ

れ
た

数
あ
る

『

観

経
疏
』

の

注
釈
書
の

中
で

も
最
も
大
部
で

あ
る

と

言
い

得
る

も
の

で

あ

る
。

し
か

し
、

こ

の

『

楷
定
記
』

の

成
立

過
程
に

つ

い

て

従
来
の

研
究

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

1）

に

お
い

て

深
く

検
討
さ

れ
て

い

る

と

は

言
い

難
い

。

そ
こ

で

本
論
で

こ

の

『

楷
定

記
』

の

成
立

過
程
に
つ

い

て

明
ら
か

に

し

た
い

。

二

　
「

楷
定
記
』

成
立

過
程
の

検
討

（

1
）

問
答
形
式

　
『

楷
定
記
』

は

善
導
『

観
経

疏
』

の

随
文
解
釈
で

あ

り
、

『

観

経
疏
』

の

文
に

解
釈
を

施
し

た

後
に

は

ほ

ぼ

必

ず
問
答
が

な

さ

れ

て

い

る
。

問
答
形
式
で

論
述
が

展
開
さ
れ
る
こ

と

自
体
は

仏
教
で

し
ば

し

ば

用
い

ら

れ

る

論
述

方
法
で

あ
る

。

し

か

し
、

「

楷
定

記
』

に

お
け
る

問
答
形
式
は

や

や

特
殊
で

あ
り

、

こ

れ

を

正

確
に

把
握
す
る

こ

と

は

『

楷
定
記
』

の

性
格
を

知
る

上

で

重
要
で

あ
る

。

以

下

に
、

順
に

確

認
し

て

い

き

た
い

。

ま
ず

問
答
形

式
で

あ
る

が
、

「

問
」

が

用
意
さ

れ
た

「

答
」

を

導
く
た

め

の

予
定
調
和
的
な
も
の

で

あ
る
こ

と

も

少
な

く
な
い

。

つ

ま

り
、

著
述
者
が

教
義
へ

の

導
入
と

し

て

「

問
」

を

作
っ

て
い

る

場
合
が

多
々

あ
る

と

考
え

ら
れ
る

。

対
し
て

『

楷
定
記
』

の

問

答
は

「

問
」

を

顕

意
が
用
意

、

考
え
出
し

た

も
の

で

な
い

こ

と

が

認
め

ら
れ

る
。

こ

れ

に

つ

い

て
一

例
を

確
認
す
る

と
、

『

散

楷
』

巻
二

の

問

答
に

お
い

て
、

「

答
日

、

此

何

惑
哉

。

豈

前
不
言
」

（
龍

谷
大

学

所
蔵

寛

文
版
（
以

下
、

す
べ

て

同
典
拠
）

『

散
楷
』

二

・

九

丁

左
）

と

答
え
る

箇

所

が

あ
る

。

こ

れ

は

「

問
」

に

対
し

て

逆
に

詰
問

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

こ

の

「

豈
前
不
言
」

と
い

う
答
え

方
は

『

玄
楷
』

巻
四

や

『

散
楷
』

巻

八

な
ど

そ
の

他
随
所
に

見
ら

れ

る
。

「

豈

前
不
言
」

と

い

う
答
え
方
が

、

自
問
自

答
の

形
式
の

答
え

方
だ

と

は

考
え
ら

れ

な
い

。

ま

た
、

問
い

を

発
す
る

具
体
的

な

相
手
が
い

る
こ

と

を
思
わ

せ

る

記
述
の
一

例
と

し
て

、
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『

散
楷
』

巻
九

で

は
、

「

尚
有

聞
名
即
生

之
理

。

何
況
准
依
正

教
正

理
。

…

…

我
今
与
汝
論
此

事
。

即
是
一

蓮
同
生

因
也
」

（

『

散
楷
』

九
・

＋
二

丁

右
〜
十
三

丁
左
）

と

あ
る

。

注
目

す
べ

き
は

「

我
今
与
汝
論
此
事
」

と

す

る
こ

と

で

あ
り

、

顕
意

と

そ

れ
に

対
す
る

相
手
が
い

た
こ

と
が
分
か

る
。

　
以

上

を

総
合
し

て

考
え
る

と
、

『

楷
定

記
』

の

成
立

に

お
い

て

現
実

に

顕

意
は

誰
か

と

問
答
を

繰
り
広
げ

、

そ
の

問

答
し

た

内
容
を

か

な

り

原
型
を

留
め

な

が

ら

収
録
し

た

も
の

だ

と

思

わ

れ

る
（

講
義
の

忠
実
な

記

録
を
担

う
弟
子
が

い

た

の

で

あ

ろ

う）
。

『

楷
定

記
』

の

成
立
の

背

景
に

は
、

顕
意
が

『

観
経
疏
』

本
文
を

随
文

解
釈
の

形
式
で

講
義
し

、

そ
れ

に

問

答
す
る

と
い

う
法
会
の

よ

う
な
も
の

が

行
わ
れ

て

い

た

と

推
察
さ

れ

る
。

〈

講

義
↓
問
答
議

論
V

と

い

う
流

れ

が

あ
っ

た
こ

と

を
彷

彿
と

さ
せ

る

も
の

と

し

て
、

『

玄

楷
』

巻
五

に

は
、

諸
行
本
願

に

関
わ

る

問

答
を

し
ば
ら
く
展
開
し
た

後
に

、

「

且
止

雑
論

、

応
釈
本
文
」

（
玄
楷
五
・

十

七

丁
右）

と

す
る

場
面
が

あ
る

。

議
論
が

脱
線
し
て

い

こ

う
と

す
る

の

を

『

観

経
疏
』

本
文
の

解
釈
に

戻
そ

う
と

す
る

顕
意
の

姿
が

見
て

と

れ
る

の

で

あ
る

。

た

だ
、

『

観

経
疏
』

の

講
義
が

『

楷
定

記
』

へ

と

繋

が
っ

た

と

思

わ

れ

る

が
、

『

楷

定
記
』

に

引
か

れ

る

引

用

は

正

確
で

あ

り
、

全
般
に

お
い

て

書

名
・

巻
数
の

明

示
が

な
さ
れ
て

い

る
。

『

楷
定

記
』

は

『

観
経
疏
』

講
義
の

単
な
る

筆
録
で

は

な
く

、

そ

の

筆
録
を
再

構
成

す
る

形
で

顕

意
は

『

楷
定
記
』

を

著
述

し

た

も
の

だ

と

考
え
ら

れ

る
。

（
2

）

割
註
　
『

楷
定
記
』

が

単
な

る

筆
録
で

は

な
く

、

後
に

編
集
が
加

『

楷
定

記
』

の

成
立

過
程
と

顕
意
の

布
教
活
動
（
中

　
村
）

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
（
2

）

え
ら

れ

た
こ

と

は

『

楷
定

記
』

に

お
け
る

割
註
を
検
討
す
る

こ

と

で

よ

り
一

層
知
ら
れ

る
。

『

楷
定
記
』

中
の

割
註
に

は
、

な
ぜ

割
註
に

す
る

必

要
が

あ
る

の

か

不
明
瞭
な
も
の

が

多
い

。

こ

の

割
註
の

意

義
を

考
察

す
る
こ

と

が

『

楷
定
記
』

の

編
纂
過
程
を

知
る

上

で

重
要
で

あ
る

と

考

え
る

。

割
註
の
一

例
を
挙
げ
る

と
、

善
導
『

観
経
疏
』

序
分
義
に

定
善

示
観
縁
を
七
つ

に

分
け
て

解
釈
す
る

中
の

三

と

四

に
つ

い

て
、

『

序
楷
』

巻
七

に

お
い

て

解
釈
を

施

す
の

で

あ

る

が
、

そ
の

中
に

、

「

元
照

云
、

阿

難

多
聞
勧

下

持

説
。

由
在
幽

宮
同

聞

尚
少

。

嫌

糠
欝
鰤

轎
嘱

後
還

耆

山
意
下

重
述
　
預
嘱
之

。

器
纈
」

（

『

序
楷
』

七
・

九
丁
右
）

と

元
照
『

観

無
量
寿
仏
経
義
疏
』

の

見
解
を

参
照
し

、

割
註
に

お
い

て

私
釈
を

加
え

て

い

る
。

一

方
で

、

『

楷
定
記
』

同
巻
内
に

定

善
示

観
縁
の

四

に

釈
を

進
め

て
、

「

次
下

観
修
得
益
、

玄

標
韋
提
所
得
無
生

。

結
益
意

在
結
前

、

正

宗
起

後
流
通

。

故
今
摂
入
勧
持
中
耳

。

駈

難
瓢
黥

騨
籥
鱒
樋
颶
鮒

嘱
」

（
『

序
楷
』

七
・

九

丁
左
）

と

同
『

観
無
量

寿
仏

経
義

疏
』

を

今
度
は

割
註
で

引
用

し
て

い

る
。

前
者
の

引
用
文
中
の

割
註
は

引
用

文
と
そ

れ
に

対
す
る

顕

意
の

私
釈
を

見
分
け

る

役
割
と

も

考
え
ら
れ
る

が
、

後
者
の

割
註
に

お

け
る

元
照
の

引

用
は

不
自

然
で

あ
る

。

元

照
の

上

記
二

文
の

引
用

文

は
、

元
は

「

阿

難
多
聞

　
令
持
説

。

由
在
幽
宮
同

聞
尚
少

。

後
還
耆
山

意
下

重
述
故
預

嘱
之

。

如
来
今
者

，

等
並

，

是

付
嘱

，

阿

難
、

所
説、

之
詞，
」

と

あ

り
、

連
続
す
る

文
で

あ

る
。

こ

の

よ

う
に

連
続
す
る

文
を
あ
え
て

本
文

と

割
註
に

分
け
て

引

用

す
る

意

義
が

見
当
た

ら
な
い

。

し
か

も
、

後
者

の

引
用
文
中
の

割
註
の

中
に

は

元

照
の

文
証
だ

け
で

は

な
く

、

顕
意

の

一
一

五
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『

楷
定
記
』

の

成
立

過
程
と
顕
意
の

布
教
活
動
（
中
　
村
）

私
釈
も
加
え
ら

れ

て

お
り

、

体
裁
を

統
一

す
る

の

で

あ

れ

ば

前
者
の

引

用
文
と

同

じ

よ

う
に

本
文
11

引
用
文
、

割

註
11

私
釈

、

と

分

け
て

提
示

す
べ

き

で

あ
る

。

統
一

性
の

な
い

本

文

と

割
註
の

使
い

分

け

を

し
て

い

る

こ

と

が

分
か

る
。

『

楷
定
記
』

中
に

は

同
一

の

巻

内
で

あ

り
な

が

ら

同
経
典
や

同
人

物
の

論
書
を

割
註
や

本

文
で

引
用

す
る

例

は

多
数
見
ら

　（
3

）

れ

る
。

先
の

例
の

よ

う
に

本
文
と

割
註
に

は

明
瞭
な

役
割
分
担

が

見
ら

れ
ず

、

統
一

性
の

な
さ
を
考
え
る

と
、

文

章
の

内
容
か

ら

判
断

し
て

本

文
と

割
註
の

使
い

分
け
を
し

て

い

る

と

は

考
え
ら

れ

な
い

。

本

文
と

割

註
の

区
別

は

論
述
の

仕
方
や

思
想
内

容
の

問
題
で

は

な

く
、

も
っ

と

外

的
な

要
因
を

考
え
る

必
要
が

あ
る

。

ま

た
、

先
の

例
の

よ

う
に

本
文
と

割
註
に

元
照
を
引

用
す
る

な

ど

本
文
と

割
註
の

役
割
が

首
尾
一

貫
し

て

い

る
と

は

言
え

ず
、

こ

の

本
文
と

割

註
が
同
時
に

書
か
れ

た

も
の

で

あ

る

と

考
え

る

の

は

あ
ま

り
に

も

不
自
然
で

あ
る

。

つ

ま
り

、

本
文
と

割

註
の

執
筆
に

は

時
間
的
な

前
後
も
考
え
る

必
要
が

あ
る

。

常
識
的
に

考

え
て

、

割
註
は

後
か
ら

付
け

加
え
ら

れ

た

と
い

う
こ

と

に

な

ろ

う
。

　

以

上

を

考

慮
し
て
、

『

楷
定
記
』

の

本

文、

割
註
に

つ

い

て

考
え

ら

れ

る

区
別
は

、

本
文
が

『

観
経
疏
』

随

文
講

説
の

原

型
に

近
く

、

割
註

は

講
説
当
時
に

言

及
し

な
か
っ

た
、

言
い

足

り
な
か
っ

た
こ

と

を
補
足

し
た

も
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

上

述

に

見
た

よ

う
に

「

楷
定
記
』

は

講

説
や

問

答
の

様
子
が

如
実
に

記
録

さ
れ

て

お

り
、

当

時
の

『

観

経

疏
」

の

講
説
を
忠

実
に

残
そ

う
と

す

る
の

が

『

楷
定
記
』

の

編
集
方
針

だ
っ

た

は

ず
で

あ
る

。

だ
か

ら
こ

そ
、

講
説
当
時
に

言
及

し

な
か
っ

た

一

六

が
、

『

楷

定
記
』

執

筆
時
に

新
た

に

得
ら

れ

た

知
見
に

関
し

て

は
主
に

割
註
と

し

て

挿
入

し

た

も
の

だ

と

推
察
さ

れ

る
。

（

3
）

問

答
相

手

　
最

後
に

、

顕
意
に

お

け

る

問
答

議
論
が

具
体

的
に

は

ど

の

よ

う
な

様
相
で

あ
っ

た
の

か
、

そ
の

輪
郭
を

明
ら

か

に

し
て

み

た
い

。

そ
こ

で
、

問
答
相
手
の

性
格

、

立

場
に
つ

い

て

考
察
す
る

。

勿

論
、

問
答
の

相
手
は

多
数
い

た

と

考
え

る

方
が

自
然
で

あ
り

、

問
答
の

相
手
の

性
格
を
一

義
的
に

決
め

る

わ

け
に

は
い

か
な
い

。

た

だ
、

そ
の

一

端
を

窺
う
問
答
が

あ
る

。

ま

ず
、

『

玄

楷
』

巻

九

に

は

「

二

乗
心
」

の

生
・

不
生

の

問
題
を
顕

意
が

三

義
を
も
っ

て

論
じ
た

の

に

対
し

て
、

「

問
。

如

向

所

解
、

其

義
雖
巧

、

経

論
説

相

未
必

如
是

。

況
平
等
経

云
、

声
聞
衆
中
般
涅
槃
去
者
無
央
数
等

。

故
知

、

所
述
他
宗
玄
旨

。

不

関
今
経
今
論
所
説
分
斉
」

（

『

玄
楷
』

九
・

二

＋
四

丁
右
）

と

あ
る

。

『

平

等

覚
経
』

の

文
証
ま

で

出
し

て

顕
意
の

説
を

「

他
宗
玄
旨
」

と

し

て

浄
土

教
に

関
わ
ら

な
い

も
の

だ
と

し
て

い

る
。

こ

れ
は

問
い

の

全

文
で

あ

り
、

問
い

と
い

う
よ

り
も
顕
意
説
へ

の

批

評
と

言
う
べ

き
も
の

で

あ

る
。

こ

れ

が

顕
意
を

擁
護
す
る

者
の

発
言
で

な
い

こ

と
は

明
ら

か

で

あ
る

。

　
ま
た

、

『

定
楷
』

巻
七
に

は
、

善
導
が
『

観
経
疏
』

定
善
義
に
「

親
縁
」

を

明
か

す
中

、

「

衆
生

憶
念
仏

者
、

仏
亦
憶
念

衆
生
」

と

あ
る

の

に

対

し

て
、

「

如
母
憶
子

。

衆
生

聞
名

、

信
心
纔

発、

即
蒙
遍

知
光
摂
之

益
」

と

解
釈
し

て

い

る
。

こ

れ

に

対

す
る

問
い

と

し
て

、

「

他
経

説
、

父

母

常
念
子

、

子
不

念
父
母

。

諸
仏
念
衆
生

、

衆
生

不
念

仏
。

今
言
衆
生
憶

念
仏

、

仏
亦
憶
念

、

似
乖
聖

言
。

亦
非
堕
於
自
力
宗
乎
」

（

『

定
楷
』
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丁

右
〜

左
）

と

あ
る

。

こ

れ

は

他
の

経
典
に

よ
っ

て
、

衆
生
が

仏
を

念
ぜ

ず
と
も

仏
が

衆
生

を

念
ず
る

こ

と

を
示
し

、

善
導
が

「

衆
生

憶
念

仏
者

、

仏

亦
憶
念
衆
生
」

と

衆
生

が

仏
を
憶
念

す
る

こ

と

を

勧
め

る

の

に

対
し

て
「

聖

言
」

に

背
き

、

「

自
力
宗
」

に

堕
す
る

も
の

で

は

な
い

か
、

と

疑
問
を

あ
げ
て

い

る
。

善

導
批

判
に

も

繋
が

る

問
に

も

関
わ

ら

ず
、

「

似

乖
聖

言
。

亦
非
堕
於

自
力

宗
乎
」

と
い

う
問
い

の

言

葉
に

謙
虚
さ

は

な
く

、

善
導
を

信
奉
す
る

浄
土

宗
内
の

者
の

発
言
と

は

考
え
ら

れ

な

い
。

こ

の

よ

う
な

例
か

ら
、

『

楷
定

記
』

に

お

け
る

問
答
の

相
手
は

弟

子
以
外

、

西
山
深
草
派
に

直
接
関
係
の

な
い

人

物
も
多
数
含
ま
れ

る
の

で

は

な
い

か

と

考
え
ら

れ

る
。

三

　
小
結

　
『

楷
定
記
』

の

問
答
形

式
を

検

討
し

た

結

果
、

明
ら

か

に

自
問
自

答

形
式
で

は

な

く
、

現
実
的
に

問
い

の

相
手
が
い

た
こ

と

が

知
ら

れ

た
。

し
か
も

、

こ

の

問
答
の

相
手
は

派
内
に

限
ら

ず
、

顕

意
を

時
に

は

批

判

す
る

よ

う
な

人
物
も
含
ま
れ

て

い

て
、

問
答
議
論
が

開
か

れ

た

も
の

で

あ
っ

た
こ

と

が

了
解
で

き
る

。

顕
意
の

活
動
が
自
派
の

枠
に

止
ま
ら

な

い

も
の

と

し

て

注
目
さ
れ
よ

う
。

こ

の

よ

う
な
顕
意
の

活
動
を

鮮
や

か

に

筆
録
し
、

そ
れ
を
再
構
成
し

て

著
さ
れ

た
の

が
『

楷
定
記
』

だ

と
い

う
こ

と

に

な
る

。

1

『

楷
定
記
』

成

立
の

背
景
に

つ

い

て

わ

ず
か

で

は

あ
る

が

言

及

す
る

も

『

楷
定
記
』

の

成
立

過
程
と

顕
意
の

布
教

活
動
（
中

　
村
）

　
の

と

し

て
、

湯
谷
祐
三

氏
の

見
解
が

あ
る

。

『

顕

意
上

人

全
集
』

巻
一

（
浄

　
土

宗
西

山
深
草
派
宗
務
所

、

二

〇
〇

三
）

の

『

当
麻
曼
荼
羅
聞
書
』

解
題

　
に

「

『

聞
書
』

に

い

う
午
前
中
の

「

談
義
」

の

ご

と

き
行
為
が、

あ
る

い

　
は

『

楷

定

記
』

を

生

み

出

す
土

壌

と

な
っ

て

い

た

か

も
し

れ

な

い
」

　
（

四
三

九

〜

四
四

〇

頁）

と

す
る

湯
谷
氏
の

見
解
は

非
常
に

注
目
さ

れ
る

。

　
こ

れ
は

示

唆
的
な

見
解
が

あ
る
が

、

た
だ
、

こ

れ

以

上
の

論

及
は

な
い

。

2
　
淘
空

『

楷
定
記
誤
字
考
』

に

は

割
註
の

誤
挿
入

も

問
題
に

さ

れ
て

い

る

　
が
、

本
論

で

言
及
し

た

割
註
の

箇

所
は

特
に

淘
空

に

よ

っ

て

特
に

問
題

　
に

さ

れ

て

は

い

な
い

（
詳
細
は

別

稿
に

掲
載）

。

ま
た

、

割
註
が

顕

意
の

　

記
し

た

も
の

で

あ
る
こ

と

は
、

『

玄
楷
』

巻
一

に

「

就
中

、

頓
教
一

乗
海

　

句
若
欲
広
解
応

有
別
章
」

と

す
る

の

を
割
註
で

「

先

年
所
記、

未
最
治

　

之
」

と

す
る
こ

と

か
ら

知
ら
れ
る

。

こ

れ
は

顕

意
の

自
著
で

あ
る

『

菩
薩

　

蔵
頓
教
一

乗
海
義
要
決
』

へ

の

言
及
で

あ
り、

こ

の

著
作
者
以

外
が
「

先

　

年
所
記、

未
最
治
之
」

と

言

及
す
る

の

は

あ
ま
り
に

も
不
自
然
で

あ
る

。

　
こ

れ

は
一

例

で

は

あ
る

が、

こ

の

割
註
だ

け
が
顕
意
の

記
す
も
の

だ

と

　

考
え
る

積
極
的
な
理
由
も
見

当
た

ら

な
い

。

3
　
詳
細
は

別
稿
に

記
す
が、

本
論
で

述
べ

た

本
文
・

割
註
の

不
自

然
な

用

　

例
は

多
数
あ
る

。

書
写
の

過

程
な
ど
で

「

た

ま
た

ま

誤
っ

て
」

割
註
に

変

　

更
さ

れ

た

と

考
え
得
る

妥
当
な
数
を

超
え
て

お

り
、

割
註
の

不
自
然
な

　

形
態
の

理

由
は

本
論
の

よ

う
に

考
え
る

べ

き
で

あ
る

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　

浄
土

宗
西

山

深
草
義

、

道

教
顕

意、

『

楷
定
記
』

　
　
　
　
（
東
洋
大

学
大
学
院）
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